
日
頃
か
ら
の
備
え
が
自
身
を
守
り
ま
す

事前の備え

もう一度見直しましょう
家の中の安全対策！

〇家具の転倒防止対策
家具の転倒による被害を防ぐためにも、

固定器具などを取り付けましょう。
　また、家具の配置を見直すことも効果
的です。
・寝室や子ども部屋にはなるべく家具を
　置かない
・避難経路をふさがないように出入口付
　近や廊下には家具を置かない　など

〇戸棚などからの落下物対策
戸棚や両開きの食器棚などは、地震の

揺れで開いて中の物が落下するおそれが
あります。扉には留め金具などを取り付
けましょう。
〇ガラスの飛散防止対策

地震により窓ガラスなどが割れ、破片
によるけがを防ぐためにも、ガラスの飛
散防止フィルムを貼りましょう。
　また、カーテンを閉めることでも、飛
散防止の効果的な対策となります。

地震 に備える

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう

地
震
は
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
平

成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
も

平
成
28
年
に
熊
本
地
震
、
平
成
30

年
に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な

ど
、
日
本
各
地
で
大
き
な
地
震
が

発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首

都
直
下
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
分
自
身
や
家
族
の
大
切
な
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
い
ま

一
度
、
地
震
へ
の
対
策
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
に

〇
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

を
行
う
。

避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

避
難
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
に
つ
い

て
も
危
険
な
場
所
が
な
い
か
ど
う

か
下
見
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

〇
安
否
の
確
認
方
法
を
事
前
に
決

め
て
お
く
。

勤
務
先
や
学
校
、
外
出
先
で
被

災
し
た
場
合
の
安
否
確
認
方
法
や

集
合
場
所
を
事
前
に
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

最
低
で
も
３
日
分
の
備
蓄

を
心
が
け
ま
し
ょ
う

  

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
食

料
品
や
日
用
品
が
不
足
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態

に
備
え
、
非
常
用
の
食
料
や
飲
料

水
な
ど
は
最
低
３
日
か
ら
１
週
間

分
、
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
す

る
も
の
は
、
家
族
構
成
な
ど
で
異

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
場
合
に
は
、
お
む
つ
や
離

乳
食
な
ど
の
備
え
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
各
家
庭
に
適
し
た
備

え
を
各
自
で
考
え
、
必
要
な
準
備

を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
、
非
常
食
な
ど
必
要
な
物
を
入

れ
た
非
常
持
出
袋
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
取
り
出
し
や
す
く
、

災
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所

に
置
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問い合わせ＝防災・危機管理課
　　　　　　防災・危機管理担当（☎内線415）

固定器具の一例

備蓄用品の一例
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東日本大震災当時の被災地の写真や、復
興の様子を記録した写真の展示を行います。
期日＝３月17日（木）・18日（金）・22
日（火）・23日（水）
時間＝午前８時30分～午後５時15分（23
日は午後４時まで）
場所＝市役所玄関ロビー
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
　め、「社会経済活動再開に向けたガイド
　ライン」が警戒レベル３になった場合は
　中止します。
問い合わせ＝防災・危機管理課防災・危機
管理担当（☎内線415）

要
支
援
者
名
簿
作
成
に

　
　
　  

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
地
震
や
台
風
に
よ
る

大
雨
な
ど
予
測
の
で
き
る
大
き
な

災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、
家
族
の

援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
人
や
自
分

で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
を

「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
と
し
て

事
前
に
登
録
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
地
域
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体

制
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

対
象
＝
在
宅
の
人
で
、
次
の
①
か

ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

②
介
護
保
険
の
認
定
区
分
が
要
介

護
度
３
・
４
・
５

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る

④
療
育
手
帳
Ａ
判
定

⑤
そ
の
他
、
援
助
を
必
要
と
す
る

（
①
か
ら
④
に
準
ず
る
人
で
災
害

時
に
は
特
に
支
援
が
必
要
な
人
）

令
和
3
年
3
月
1
日
か
ら
令
和

4
年
2
月
28
日
ま
で
に
新
た
に
①

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た

人
に
つ
い
て
は
、
登
録
申
請
書
を

３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
申
請

の
有
無
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
⑤
に
該
当
す
る
人
で
登

録
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
市
民
生
活
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
社
会
福
祉

係
（
☎
内
線
２
７
１
）

災
害
時
に
自
分
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
な
ど

3.11
東日本大震災被災地写真展

▲登録申請書

こんにちは
市長です

４
月
に
、
施
設
一
体
型
小
中
一

貫
の
義
務
教
育
学
校
「
黒
保
根
学

園
」
が
開
校
し
ま
す
。
開
校
に
あ

た
り
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
準

備
委
員
会
、
地
域
、
そ
し
て
保
護

者
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
協

力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

黒
保
根
学
園
は
、
市
内
全
域
を

通
学
区
域
と
す
る
小
規
模
特
認
校

で
す
。「
世
界
を
見
つ
め
、
世
界

へ
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成
」
を
目

標
に
、「
少
人
数
を
生
か
し
た
個

に
応
じ
た
指
導
（
確
か
な
学
力
の

向
上
）」、「
英
語
教
育
、
国
際
理

解
教
育
の
推
進
」、「
地
域
に
根
差

し
地
域
と
連
携
・
協
働
」
を
３
つ

の
柱
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
成
長

を
目
指
し
ま
す
。

こ
こ
で
学
ぶ
児
童
生
徒
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
黒
保
根
地
区
の
教
育

の
特
長
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
な
歴

史
と
伝
統
を
築
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
桐
生
市
、
そ
し
て
日
本
を
背
負

っ
て
立
つ
よ
う
な
立
派
な
人
に
成

長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
桐
生
市
長

荒
木

恵
司

黒
保
根
学
園
が

い
よ
い
よ
開
校
し
ま
す

昨年の様子

7 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）




